






















































































































































Iかもの少女 I ある猟師が負傷した鷲に飼ってくれるように頼まれて、 3年飼ってあげる。
すると鷲は、恩返しに猟師に金の小箱と金の鍵をくれる。それで、猟師の息子が異郷の国の所へ行って、
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王女と結婚できる。
以上の民話の例からすれば、幸氏恩認の構造は、日本の民話にせよ、ロシアの民話にせよほぽ同様である。
動物に優しくした人がその動物のお陰で幸せになれるといっ素朴な発想が一見でたらめに見えても、よく考
えると、立派な発想であることが分かる。この民話の中の動物に自然全体が体現されていると仮定してみよ
う。そうすると、自然との対立でなく、共存こそ人間の生活の原則として考えるべきだという発想になる。
自然の恩を大量に受ける人類は、自然を破漉したり、自分の都合ばかり考えて自然を造り直したりしてはな
らないというわけである。自然に対する優しさこそ人聞が従うべき道徳であるというメッセージが見えてく
る。確かに、人聞は、動物援助額、報恩舗の中心人物であり、動物に体現された自然から様々な形で恩を受
ける。又、物語の筋においては、人聞が幸福に逮する道が主要なモチ｝フである。しかし、恩を忘れてはな
らないとか、同情心のある人は幸福になれるといった発想からすれば、人聞は、受ける立場だけでなく、与
える立場にも身を置くべきという理念にもつながるであろう。
日本とロシアの動物援助輝、執恩観をさらに比較してみれば、もう一つ興味深いことが分かる。それは、
日本の民話会体の特徴である残酷性がこういった型の物語にも現れているということである。ロシアの民話
と違って、日本の民話には、人間に恩を与えた動物が殺される場面で終る話が少なくない。前述の民話の中
にも、こういった話がある。 l木やりを歌う砲では、町を泥棒から守った狐がついに鉄砲に撃たれて死ぬ。＇it
の飛脚Iでは、殿様のために尽くした狐が、焼き鼠を食べようと思い畑に入ったら、わなにかかって死んでし
まうみ訪れλーでは、下の爺の家で飼っていた献が、自分を酷使する上の爺に対し、駒市を刺すよ
うに言いつけ、反撃する。その仕返しとして、立腹した上の爺は、犬を叩き殺してしまう。
このような民話では、残酷さに満ちたこの世の現実がまさにはっきりと現れている。ロシアの民話と違っ
て、日本の民話では、事物描写の場合より正確に現実を記述していると考えられる。それに対し、ロシアの
民話では、理想化された現実が現れている。
さて次は、援助や報恩の関係から離れて、人間と動物の婚姻関係を考察していこう。この関係をテーマに
しキ異類婚姻簡は、ロシアにも日本にもある。基本的には、人間と異類の婚姻は、組み合わせと成立の場に
よって、次の四つの型に分けられる。i人間の男の家に異類の女が嫁にくる l、人間の男が異類の女の所に婿
に行く、人間の女の家に異類の男が婿に来るi、人間の女が異類の男の所に嫁に行ふという型である。日
本では、この四つの型の話が多々残っているのに対し、ロシアでは、このような話は殆ど残っていない。現
存のロシア民謡の中から挙げられるのは、女と熊の聞に子供が生まれるという筋の話である。例えば、 Cf ヮ
ン・府つもでは、農民の奏が森に行って、道に迷い究員のねくらにやってくる。そして、熊の虜になり、
熊と一緒に暮らすようになる。暫くして、二人の聞に男の子が生まれる。腰までは人間で、腰から下は熊と
いう不思議な存在である。その子供が大きくなると、女が子供を連れて逃げ、夫の家に帰る。
また、守ニーロと白鳥姫Jでは、ダニーロという貴族の男の前に、とても美しい白鳥姫が現れてきて、私を
嫁にもらって下さいと言う。そうしてくれれば、ダニーロが欲しいテンの外套を縫うという約束をする。
白鳥姫は、暫くダニーロと一緒に暮らすが、ダニーロの友人にからかわれ、怒って去って行く。このような
物語を考察すると、古代のロシアでも、日本と同様の型の話が諮られていたと言えるであろう。しかし、
10世紀にキリスト教が導入された後、異教とされた当時の自然信仰が厳しく圧迫されたのである。スラプ人
の異教を強〈反映していたおとぎ話もその圧迫の対象となり、 11世紀には教会からおとぎ穏を語るのは全面
的に禁止された。以上のことから‘現存の民話は昔話られた話に起源を持つが、キリスト教の圧迫による影
響を受けて、原型の話と多少異なるものとなっていると考えられる。その中で人間と動物の血縁関係を反映
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する異類結婚の話が殆ど残っていないことは不思議ではない。原型の話が変形していったのは、動物に変
身できる能力を持つ人間が主人公である話や魔法をかけられ動物になった人間にほれて、結婚する人が現れ
たら、魔法が解けるといった型の話である。
上述のことを考慮に入れると、もう一つ日本とロシアの民話の根本的な違いが分かる。つまり、ロシア民
話の場合は、歴史的な要素の影響がかなり大きいものである。それに対し、日本の民話では、古代の人聞の
意織がより明磁に出現されている。
おわりに
動物民話の起源はトーテミズムが盛んだった原始の狩猟時代にさかのぼる。動物の習性や挙動が住民の重
大関心のもとであったから、動物の生態に注目する由来麓が発生したと推測される。人獣交渉型の話が誕生
したのは次の段階である。この段階では、動物が擬人化され、その性質や挙動には人間の感情が強〈現れて
くる。当論文では、人献交渉をテ｝マにした日本とロシアの動物民話から取り出した援助語、報恩翻と異類
婚姻留が検討された。その結果は次の通りである。
両国の人獣交渉型の民話は同様の発想を基底にしている。援助障の場合は、苦境に陥った人間が中心にお
り、話の中にある動物が登場し、人間を助ける。報号、揮では、人聞から恩を受けた動物が恩返しに人間のた
めに何かをする。そして、異類婚姻視では、人間と動物の結婚が筋に含まれている。この型の民話は動物
の世界から離脱した人間の苦悩を反映していると考えられる。人間と動物が結婚しでも、その関係が永く続
かないということは異類婚姻輝の中で示されている。つまり、人間が動物と異なるという人間の意識が現れ
ている。しかし、自分の独自性を知った人間は、自然の世界から追い出されるのを恐れるかのように、動
物に自分との肉質性を持たせ、自分とほぼ同様のものとして捉えるに至ったのではないかと考えられる。
そこで、動物援助甥や報恩、聞が発生したと推測できる。
日本とロシアの民話を比較して分かるのは、日本民話の方が上述のような原始的な発想が残っているとい
うことである。ロシア民話の場合はキリスト教の影響が強く、本来の発想が歪曲されている。
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